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第５節　　　生　　　活

第１　本資料の活用について

１　作成の基本的な考え方
⑴ 　小学校学習指導要領解説（生活編）等を踏まえ、学習指導・評価計画を作成する際の参考とな

るよう、指導計画の作成から学習評価の考え方を具体的に取り上げて作成した。
⑵ 　具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生活を豊か

にしていくための資質・能力を育成できる学習活動が展開できるよう具体的に示した。
⑶ 　各教科等との関連を積極的に図り、低学年教育全体の充実と、中学年以降の教育に円滑に移行

することを示した。
２　取り上げた内容
　第１　本資料の活用について
　第２　生活科における学習指導と評価
　　　１　育成を目指す資質・能力の三つの柱について
　　　２ 　「身近な生活における見方・考え方」を生か

す指導のポイントについて
　　　３ 　生活科における「主体的・対話的で深い学

び」を視点とした授業改善について
　　　４ 　生活科における「粘り強い取組を行おうとする

側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」
の指導と評価について

　　　５ 　観点別学習状況の評価の観点について
　第３　単元の指導と評価の計画及び改善
　　　１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方
　　　２　単元の指導と評価の計画例
　第４　本時の学習指導（学習指導案）と評価及び改善
　　　１　本時の学習指導と評価及び改善の考え方
　　　２　学習指導案の事例
３　本資料の活用に当たって配慮すること
⑴　生活科の特質を踏まえる
　 　生活科では、直接体験から気付きの質を高め、自立し生活を豊かにしていくための資質・能力

を育成することを目指し、児童の思いや願いを実現していく学習過程を重視する。
⑵　カリキュラム・マネジメントを意識した指導計画を作成する
　 　児童の実態や地域の特性等を考慮し、他教科との関連を図りながら、指導計画を編成していき、

三つの育成する資質・能力について、どのような活動や体験の中で育まれていくのか具体的に考
えていく。また幼児期の教育との連携、中学年以降の学習へのつながりを見通す。

⑶　指導計画に即した学習評価計画を行う
　 　指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成を生かすためには、単元の目標を明確

にし、評価計画を立て、評価規準を具体的に表し、量的な面だけでなく質的な面からも捉えてい
く。また学習指導を通して共感的な児童理解の力を高めていき、児童の変容や成長を、単元全体
の長期にわたる評価と授業時間外や家庭との連携にも目を向けていく。

４　学力・学習状況調査等の活用
　 　埼玉県学力・学習状況調査の分析結果から、「毎年の非認知能力を高める取組が、学力の維持

向上には重要」であることが分かっている。生活科においては、思いや願いを実現する過程にお
いて、自分自身の成長に気付くことや、活動の楽しさや満足感、成就感などの手応えを感じるこ
とが、一人一人の意欲や自信となっていく。この意欲や自信が、新たなことに挑戦する姿を生み
出していき、自己有用感を醸成していくと考える。

指導計画作成の留意事項

　編成要領（編Ｐ87）で示された「指
導計画作成に当たっての留意すべき事
項」との関連についても本資料で示し
ていく。
⑴ 　「特別な配慮を必要とするなど課

題を抱えた児童への指導」の視点
⑵ 　「主体的・対話的で深い学び」の

視点
⑶　「教科等横断的」な視点
⑷ 　「社会に開かれた教育課程」の視

点
⑸　「道徳教育の充実」の視点
⑹ 　「２学年間を見通した学習活動」

の視点
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第２　生活科における学習指導と評価

１　育成を目指す資質・能力の三つの柱について
　 　生活科で育成を目指す資質・能力を「自立し生活を豊かにしていく」と規定するとともに、「知識及

び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で整理している。
知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等

教
科
の
目
標

活動や体験の過程において，
自分自身，身近な人々，社会
及び自然の特徴やよさ，それ
らの関わり等に気付くととも
に，生活上必要な習慣や技能
を身に付けるようにする。

身近な人々，社会及び自然を
自分との関わりで捉え，自分
自身や自分の生活について考
え，表現することができるよ
うにする。

身近な人々，社会及び自然に
自ら働きかけ，意欲や自信を
もって学んだり生活を豊かに
したりしようとする態度を養
う。

２　「身近な生活に関わる見方・考え方」を生かす指導のポイントについて
　 　身近な生活に関わるとは、児童の生活圏としての学校、家庭、地域を学習の対象や場とすること、

そこでの児童の生活から学習を出発させること、学習したことが、学校、家庭、地域での児童の生活
に生きていくようにすることの三つの視点が含まれている。なお、身近な生活の中には、学校、家庭、
地域という対象だけでなく、生活の主体である自分自身も含まれている。

　 　身近な生活に関わる見方とは、身近な生活を捉える視点であり、身近な生活における人々、社会及
び自然などの対象と自分がどのように関わっているのかという視点である。（対象の捉え方）

　 　身近な生活に関わる考え方とは、自分の生活において思いや願いを実現していくという学習過程に
あり、自分自身や自分の生活について考えていくことである。（思考の方向性）

　 　指導のポイントとして、見方・考え方を「生かす」という意味に着目したい。生活科以外の各教科
等の教科目標においては、見方・考え方を「働かせ」と表現されている。低学年のみに設置されてい
る生活科は、中学年・高学年の児童のように目的に応じて意図的に見方・考え方を用いる場合のみで
なく、生活科の学習過程において、児童自身が既に有している見方・考え方を無自覚的に発揮すると
いうことである。また、その学習過程において、見方・考え方が確かになり、一層活用されることを
示している。そのため、他教科等と異なり「見方・考え方を働かせ」とせず「生かし」としているの
は、幼児期における未分化な学習との接続を図るという意味もある。

３　生活科における「主体的・対話的で深い学び」を視点とした授業改善について
　 　生活科の学習指導は、これまでと同様に、児童の思いや願いを実現する体験活動を充実させるとと

もに、表現活動を工夫し、体験活動と表現活動とが豊かに行きつ戻りつする相互作用を意識する必要
がある。そのためにも、単元などの内容や時間のまとまりの中で、多様な学習活動を組み合わせて授
業を組み立てていくことで、三つの資質・能力が偏りなく実現されるように授業改善を進めていく。
特に、試行錯誤や繰り返す活動の設定、伝え合い交流する場の工夫、振り返って表現する機会の在
り方、さらに児童の多様性を生かし学びを豊かにするとともに、日常生活を豊かに自覚的に営む学習
指導となるようにすることで、気付きの質を高めることが大切である。

４�　生活科における「粘り強い取組を行おうとする側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」の
指導と評価について

　 　主体的に学習に取り組む態度に係る生活科の評価の趣旨に照らし、「粘り強い取組を行おうとする
側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」を評価することが求められる。しかし、これら二つの
側面は、実際の生活科の学びの中では相互に関わり合いながら現れるので、双方の側面を一体的に
見取ることも想定される。そのため、ただ単に学習に対する粘り強さや積極性といった児童の取組の
みを承認・肯定するだけではなく、学習改善に向かって自らの学習を調整しようとしているかどうか
を含めて評価することが必要である。このような評価規準や評価方法等の評価の方針等について、低
学年児童に対しては、学習の「めあて」や「振り返り」などの分かり易い言葉で伝えるなどの工夫を
し、児童が自覚しながら、主体的に学習に取り組む態度を身に付けていくことが大切である。



― 106 ―

５　観点別学習状況の評価の観点について
　 　生活科においては、「内容のまとまりごとの評価規準」を生活科の特質に応じた形で設定する。な

お、「学びに向かう力、人間性等」の評価については、「主体的に学習に取り組む態度」を観点とした
評価と「感性、思いやりなど」を個人内評価とする。

⑴　評価の観点及びその趣旨について
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣
旨

活動や体験の過程において，
自分自身，身近な人々，社会
及び自然の特徴やよさ，それ
らの関わり等に気付くととも
に，生活上必要な習慣や技能
を身に付けている。

身近な人々，社会及び自然を
自分との関わりで捉え，自分
自身や自分の生活について考
え，表現している。

身近な人々，社会及び自然に
自ら働きかけ，意欲や自信を
もって学んだり生活を豊かに
したりしようとしている。

⑵　内容のまとまりごとの評価規準を手順に沿って設定する例
　ア　生活科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

内容⑴
　学校生活に関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達、通学路
の様子やその安全を守っている人々などについて考えることができ、学校での生活は様々な人や施
設と関わっていることが分かり、楽しく安心して遊びや生活をしたり、安全な登下校をしたりしよう
とする。

　　 　生活科における「内容のまとまり」の記述には、以下の四つの要素が構造的に組み込まれている。
これらを踏まえて内容のまとまりごとの評価規準を作成することになる。

　　　　　太実線　…児童が直接関わる学習対象や実際に行われる学習活動等
　　　　　波　線　…育成を目指す資質・能力のうち、「思考力、判断力、表現力等の基礎」
　　　　　実　線　…育成を目指す資質・能力のうち、「知識及び技能の基礎」
　　　　　破　線　…育成を目指す資質・能力のうち、「学びに向かう力、人間性等」
　　 　生活科における全ての内容は「～を通して（具体的な活動や体験）、～ができ（思考力、判断力、

表現力等の基礎）、～が分かり・～に気付き（知識及び技能の基礎）、～したりしようとする（学び
に向かう力、人間性等）」のように構成されている。

内容（※）
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊を通して、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊について考えることができ、＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊が分かり、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊したりしようとする。

　　 　これは、低学年児童に、よき生活者としての資質・能力を育成していくためには、実際に対象に
触れ、活動することを通して、対象について感じ、考え、行為していくとともに、その活動によっ
て、対象や自分自身への気付きが生まれ、それらが相まって学びに向かう力を安定的で持続的な態
度として育成し、確かな行動へと結び付けていくことを重視しているためである。各観点の評価規
準の作成に当たっては、このような構造を踏まえて作成することになる。

　イ　「観点ごとのポイント」を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。
　　 　以下のように文末表現を変えることにより、内容のまとまりに対応する評価規準を作成すること

が可能となる。
　　・　「知識・技能」のポイント
　　　　 　「実際に行われる学習活動（太実線）」に続き、「実線」部分の記載事項の文末を、「分か

る」から「分かっている」としたり、「気付く」から「気付いている」としたりする。
　　・　「思考・判断・表現」のポイント
　　　　 　「実際に行われる学習活動（太実線）」に続き、「波線」部分の記載事項の文末を、「考える

ことができる」から「考えている」としたり、「見付ける」から「見付けている」としたりする。
　　・　「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
　　　　 　「実際に行われる学習活動（太実線）」に続き、「破線」部分の記載事項の文末を、「したり

しようとする」から「したりしようとしている」としたり、「創り出そうとする」から「創り出そ
うとしている」としたりする。

　　　　　学習指導要領の「２　内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」

⑶　小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例
　 　小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数
の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。

⑷　個人内評価の扱いについて
　 　観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義
や価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、
例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
を基に見取ることなどが考えられる。

     学習指導要領の「２ 内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
学
習
指
導
要
領
２ 

内
容
⑴ 

知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等 

学校生活に関わる活動を

通して，学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かる。 

学校生活に関わる活動を通し

て，学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達，通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えることができる。 

学校生活に関わる活動を通

して，楽しく安心して遊びや

生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。 

 ↓ ↓ ↓ 
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校生活に関わる活動を

通して、学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かってい

る。 

学校生活に関わる活動を通し

て、学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えている。 

学校生活に関わる活動を通

して、楽しく安心して遊びや

生活をしたり、安全な登下校

をしたりしようとしている。 

⑶ 小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例 

  小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数

の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。 

単
元
の
目
標 

（
例
） 

学校探検を通して、学校の施設や学校生活を支えている人々や友達との関わりについて

考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、学校生

活を支えている人々や友達に関心をもって楽しく生活しようとすることができるように

する。 

単
元
の
評
価
規
準

（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校探検を通して、学校の施

設の様子や、学校での生活は

様々な人や施設と関わってい

ることが分かっている。 

学校探検を通して、学校の

施設や学校生活を支えて

いる人々や友達との関わ

りについて考えている。 

学校探検を通して、学校生

活を支えている人々や友達

に関心をもって楽しく生活

しようとしている。 

  「単元の目標」、「単元の評価規準」を作成した後、「学習指導要領解説生活編における内容に 

  関する資質・能力の記載事項」及び「内容のまとまりごとの評価規準」を参考に小単元の評価 

  規準を作成する。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準
（
例
） 

１ 

学校の施設の位置や特徴、役

割、学校を支えている人々の

存在や働きなどが分かってい

る。 

 学校の施設の様子、教職員、

友達などに関心をもって関

わろうとしている。 

２ 

学校の施設を使用する際、み

んなで気持ちよく使用するた

めのきまりやマナーを守って

いる。 

人への接し方やマナーな

どについて考えている。 

３ 

みんなで学校の施設を利用す

る楽しさやよさなどが分かっ

ている。 

学校探検を振り返り、伝え

たいことを選んで、発表し

ている。 

学校を支えている人々や友

達と関わって、楽しく学校

生活を送ろうとしている。 

⑷ 個人内評価の扱いについて 

  観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義や

価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、

例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を基に見取ることなどが考えられる。 

     学習指導要領の「２ 内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
学
習
指
導
要
領
２ 

内
容
⑴ 

知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等 

学校生活に関わる活動を

通して，学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かる。 

学校生活に関わる活動を通し

て，学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達，通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えることができる。 

学校生活に関わる活動を通

して，楽しく安心して遊びや

生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。 

 ↓ ↓ ↓ 
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校生活に関わる活動を

通して、学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かってい

る。 

学校生活に関わる活動を通し

て、学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えている。 

学校生活に関わる活動を通

して、楽しく安心して遊びや

生活をしたり、安全な登下校

をしたりしようとしている。 

⑶ 小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例 

  小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数

の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。 

単
元
の
目
標 

（
例
） 

学校探検を通して、学校の施設や学校生活を支えている人々や友達との関わりについて

考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、学校生

活を支えている人々や友達に関心をもって楽しく生活しようとすることができるように

する。 

単
元
の
評
価
規
準

（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校探検を通して、学校の施

設の様子や、学校での生活は

様々な人や施設と関わってい

ることが分かっている。 

学校探検を通して、学校の

施設や学校生活を支えて

いる人々や友達との関わ

りについて考えている。 

学校探検を通して、学校生

活を支えている人々や友達

に関心をもって楽しく生活

しようとしている。 

  「単元の目標」、「単元の評価規準」を作成した後、「学習指導要領解説生活編における内容に 

  関する資質・能力の記載事項」及び「内容のまとまりごとの評価規準」を参考に小単元の評価 

  規準を作成する。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準
（
例
） 

１ 

学校の施設の位置や特徴、役

割、学校を支えている人々の

存在や働きなどが分かってい

る。 

 学校の施設の様子、教職員、

友達などに関心をもって関

わろうとしている。 

２ 

学校の施設を使用する際、み

んなで気持ちよく使用するた

めのきまりやマナーを守って

いる。 

人への接し方やマナーな

どについて考えている。 

３ 

みんなで学校の施設を利用す

る楽しさやよさなどが分かっ

ている。 

学校探検を振り返り、伝え

たいことを選んで、発表し

ている。 

学校を支えている人々や友

達と関わって、楽しく学校

生活を送ろうとしている。 

⑷ 個人内評価の扱いについて 

  観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義や

価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、

例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を基に見取ることなどが考えられる。 
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５　観点別学習状況の評価の観点について
　 　生活科においては、「内容のまとまりごとの評価規準」を生活科の特質に応じた形で設定する。な

お、「学びに向かう力、人間性等」の評価については、「主体的に学習に取り組む態度」を観点とした
評価と「感性、思いやりなど」を個人内評価とする。

⑴　評価の観点及びその趣旨について
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣
旨

活動や体験の過程において，
自分自身，身近な人々，社会
及び自然の特徴やよさ，それ
らの関わり等に気付くととも
に，生活上必要な習慣や技能
を身に付けている。

身近な人々，社会及び自然を
自分との関わりで捉え，自分
自身や自分の生活について考
え，表現している。

身近な人々，社会及び自然に
自ら働きかけ，意欲や自信を
もって学んだり生活を豊かに
したりしようとしている。

⑵　内容のまとまりごとの評価規準を手順に沿って設定する例
　ア　生活科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

内容⑴
　学校生活に関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達、通学路
の様子やその安全を守っている人々などについて考えることができ、学校での生活は様々な人や施
設と関わっていることが分かり、楽しく安心して遊びや生活をしたり、安全な登下校をしたりしよう
とする。

　　 　生活科における「内容のまとまり」の記述には、以下の四つの要素が構造的に組み込まれている。
これらを踏まえて内容のまとまりごとの評価規準を作成することになる。

　　　　　太実線　…児童が直接関わる学習対象や実際に行われる学習活動等
　　　　　波　線　…育成を目指す資質・能力のうち、「思考力、判断力、表現力等の基礎」
　　　　　実　線　…育成を目指す資質・能力のうち、「知識及び技能の基礎」
　　　　　破　線　…育成を目指す資質・能力のうち、「学びに向かう力、人間性等」
　　 　生活科における全ての内容は「～を通して（具体的な活動や体験）、～ができ（思考力、判断力、

表現力等の基礎）、～が分かり・～に気付き（知識及び技能の基礎）、～したりしようとする（学び
に向かう力、人間性等）」のように構成されている。

内容（※）
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊を通して、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊について考えることができ、＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊が分かり、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊したりしようとする。

　　 　これは、低学年児童に、よき生活者としての資質・能力を育成していくためには、実際に対象に
触れ、活動することを通して、対象について感じ、考え、行為していくとともに、その活動によっ
て、対象や自分自身への気付きが生まれ、それらが相まって学びに向かう力を安定的で持続的な態
度として育成し、確かな行動へと結び付けていくことを重視しているためである。各観点の評価規
準の作成に当たっては、このような構造を踏まえて作成することになる。

　イ　「観点ごとのポイント」を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。
　　 　以下のように文末表現を変えることにより、内容のまとまりに対応する評価規準を作成すること

が可能となる。
　　・　「知識・技能」のポイント
　　　　 　「実際に行われる学習活動（太実線）」に続き、「実線」部分の記載事項の文末を、「分か

る」から「分かっている」としたり、「気付く」から「気付いている」としたりする。
　　・　「思考・判断・表現」のポイント
　　　　 　「実際に行われる学習活動（太実線）」に続き、「波線」部分の記載事項の文末を、「考える

ことができる」から「考えている」としたり、「見付ける」から「見付けている」としたりする。
　　・　「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
　　　　 　「実際に行われる学習活動（太実線）」に続き、「破線」部分の記載事項の文末を、「したり

しようとする」から「したりしようとしている」としたり、「創り出そうとする」から「創り出そ
うとしている」としたりする。

　　　　　学習指導要領の「２　内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」

⑶　小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例
　 　小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数
の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。

⑷　個人内評価の扱いについて
　 　観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義
や価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、
例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
を基に見取ることなどが考えられる。

     学習指導要領の「２ 内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
学
習
指
導
要
領
２ 

内
容
⑴ 

知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等 

学校生活に関わる活動を

通して，学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かる。 

学校生活に関わる活動を通し

て，学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達，通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えることができる。 

学校生活に関わる活動を通

して，楽しく安心して遊びや

生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。 

 ↓ ↓ ↓ 
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校生活に関わる活動を

通して、学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かってい

る。 

学校生活に関わる活動を通し

て、学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えている。 

学校生活に関わる活動を通

して、楽しく安心して遊びや

生活をしたり、安全な登下校

をしたりしようとしている。 

⑶ 小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例 

  小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数

の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。 

単
元
の
目
標 

（
例
） 

学校探検を通して、学校の施設や学校生活を支えている人々や友達との関わりについて

考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、学校生

活を支えている人々や友達に関心をもって楽しく生活しようとすることができるように

する。 

単
元
の
評
価
規
準

（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校探検を通して、学校の施

設の様子や、学校での生活は

様々な人や施設と関わってい

ることが分かっている。 

学校探検を通して、学校の

施設や学校生活を支えて

いる人々や友達との関わ

りについて考えている。 

学校探検を通して、学校生

活を支えている人々や友達

に関心をもって楽しく生活

しようとしている。 

  「単元の目標」、「単元の評価規準」を作成した後、「学習指導要領解説生活編における内容に 

  関する資質・能力の記載事項」及び「内容のまとまりごとの評価規準」を参考に小単元の評価 

  規準を作成する。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準
（
例
） 

１ 

学校の施設の位置や特徴、役

割、学校を支えている人々の

存在や働きなどが分かってい

る。 

 学校の施設の様子、教職員、

友達などに関心をもって関

わろうとしている。 

２ 

学校の施設を使用する際、み

んなで気持ちよく使用するた

めのきまりやマナーを守って

いる。 

人への接し方やマナーな

どについて考えている。 

３ 

みんなで学校の施設を利用す

る楽しさやよさなどが分かっ

ている。 

学校探検を振り返り、伝え

たいことを選んで、発表し

ている。 

学校を支えている人々や友

達と関わって、楽しく学校

生活を送ろうとしている。 

⑷ 個人内評価の扱いについて 

  観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義や

価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、

例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を基に見取ることなどが考えられる。 

     学習指導要領の「２ 内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
学
習
指
導
要
領
２ 

内
容
⑴ 

知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等 

学校生活に関わる活動を

通して，学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かる。 

学校生活に関わる活動を通し

て，学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達，通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えることができる。 

学校生活に関わる活動を通

して，楽しく安心して遊びや

生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。 

 ↓ ↓ ↓ 
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校生活に関わる活動を

通して、学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かってい

る。 

学校生活に関わる活動を通し

て、学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えている。 

学校生活に関わる活動を通

して、楽しく安心して遊びや

生活をしたり、安全な登下校

をしたりしようとしている。 

⑶ 小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例 

  小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数

の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。 

単
元
の
目
標 

（
例
） 

学校探検を通して、学校の施設や学校生活を支えている人々や友達との関わりについて

考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、学校生

活を支えている人々や友達に関心をもって楽しく生活しようとすることができるように

する。 

単
元
の
評
価
規
準

（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校探検を通して、学校の施

設の様子や、学校での生活は

様々な人や施設と関わってい

ることが分かっている。 

学校探検を通して、学校の

施設や学校生活を支えて

いる人々や友達との関わ

りについて考えている。 

学校探検を通して、学校生

活を支えている人々や友達

に関心をもって楽しく生活

しようとしている。 

  「単元の目標」、「単元の評価規準」を作成した後、「学習指導要領解説生活編における内容に 

  関する資質・能力の記載事項」及び「内容のまとまりごとの評価規準」を参考に小単元の評価 

  規準を作成する。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準
（
例
） 

１ 

学校の施設の位置や特徴、役

割、学校を支えている人々の

存在や働きなどが分かってい

る。 

 学校の施設の様子、教職員、

友達などに関心をもって関

わろうとしている。 

２ 

学校の施設を使用する際、み

んなで気持ちよく使用するた

めのきまりやマナーを守って

いる。 

人への接し方やマナーな

どについて考えている。 

３ 

みんなで学校の施設を利用す

る楽しさやよさなどが分かっ

ている。 

学校探検を振り返り、伝え

たいことを選んで、発表し

ている。 

学校を支えている人々や友

達と関わって、楽しく学校

生活を送ろうとしている。 

⑷ 個人内評価の扱いについて 

  観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義や

価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、

例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を基に見取ることなどが考えられる。 
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生

　活

　　　　　学習指導要領の「２　内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」

⑶　小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例
　 　小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数
の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。

⑷　個人内評価の扱いについて
　 　観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義
や価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、
例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
を基に見取ることなどが考えられる。

     学習指導要領の「２ 内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
学
習
指
導
要
領
２ 

内
容
⑴ 

知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等 

学校生活に関わる活動を

通して，学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かる。 

学校生活に関わる活動を通し

て，学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達，通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えることができる。 

学校生活に関わる活動を通

して，楽しく安心して遊びや

生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。 

 ↓ ↓ ↓ 
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校生活に関わる活動を

通して、学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かってい

る。 

学校生活に関わる活動を通し

て、学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えている。 

学校生活に関わる活動を通

して、楽しく安心して遊びや

生活をしたり、安全な登下校

をしたりしようとしている。 

⑶ 小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例 

  小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数

の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。 

単
元
の
目
標 

（
例
） 

学校探検を通して、学校の施設や学校生活を支えている人々や友達との関わりについて

考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、学校生

活を支えている人々や友達に関心をもって楽しく生活しようとすることができるように

する。 

単
元
の
評
価
規
準

（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校探検を通して、学校の施

設の様子や、学校での生活は

様々な人や施設と関わってい

ることが分かっている。 

学校探検を通して、学校の

施設や学校生活を支えて

いる人々や友達との関わ

りについて考えている。 

学校探検を通して、学校生

活を支えている人々や友達

に関心をもって楽しく生活

しようとしている。 

  「単元の目標」、「単元の評価規準」を作成した後、「学習指導要領解説生活編における内容に 

  関する資質・能力の記載事項」及び「内容のまとまりごとの評価規準」を参考に小単元の評価 

  規準を作成する。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準
（
例
） 

１ 

学校の施設の位置や特徴、役

割、学校を支えている人々の

存在や働きなどが分かってい

る。 

 学校の施設の様子、教職員、

友達などに関心をもって関

わろうとしている。 

２ 

学校の施設を使用する際、み

んなで気持ちよく使用するた

めのきまりやマナーを守って

いる。 

人への接し方やマナーな

どについて考えている。 

３ 

みんなで学校の施設を利用す

る楽しさやよさなどが分かっ

ている。 

学校探検を振り返り、伝え

たいことを選んで、発表し

ている。 

学校を支えている人々や友

達と関わって、楽しく学校

生活を送ろうとしている。 

⑷ 個人内評価の扱いについて 

  観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義や

価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、

例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を基に見取ることなどが考えられる。 

     学習指導要領の「２ 内容」及び「具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）」 
学
習
指
導
要
領
２ 

内
容
⑴ 

知識及び技能の基礎 思考力，判断力，表現力等の基礎 学びに向かう力，人間性等 

学校生活に関わる活動を

通して，学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かる。 

学校生活に関わる活動を通し

て，学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達，通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えることができる。 

学校生活に関わる活動を通

して，楽しく安心して遊びや

生活をしたり，安全な登下校

をしたりしようとする。 

 ↓ ↓ ↓ 
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の 

評
価
規
準
（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校生活に関わる活動を

通して、学校での生活は

様々な人や施設と関わっ

ていることが分かってい

る。 

学校生活に関わる活動を通し

て、学校の施設の様子や学校

生活を支えている人々や友

達、通学路の様子やその安全

を守っている人々などについ

て考えている。 

学校生活に関わる活動を通

して、楽しく安心して遊びや

生活をしたり、安全な登下校

をしたりしようとしている。 

⑶ 小単元に即した評価規準を手順に沿って設定する例 

  小単元に応じて重点的に評価する場面を想定し、必要な評価機会に位置付くように作成する。した

がって、小単元によって、全ての「評価の観点」の評価規準が設定されない場合もある。また、複数

の小単元における学習活動を対象とした評価規準が設定される場合もある。 

単
元
の
目
標 

（
例
） 

学校探検を通して、学校の施設や学校生活を支えている人々や友達との関わりについて

考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、学校生

活を支えている人々や友達に関心をもって楽しく生活しようとすることができるように

する。 

単
元
の
評
価
規
準

（
例
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校探検を通して、学校の施

設の様子や、学校での生活は

様々な人や施設と関わってい

ることが分かっている。 

学校探検を通して、学校の

施設や学校生活を支えて

いる人々や友達との関わ

りについて考えている。 

学校探検を通して、学校生

活を支えている人々や友達

に関心をもって楽しく生活

しようとしている。 

  「単元の目標」、「単元の評価規準」を作成した後、「学習指導要領解説生活編における内容に 

  関する資質・能力の記載事項」及び「内容のまとまりごとの評価規準」を参考に小単元の評価 

  規準を作成する。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準
（
例
） 

１ 

学校の施設の位置や特徴、役

割、学校を支えている人々の

存在や働きなどが分かってい

る。 

 学校の施設の様子、教職員、

友達などに関心をもって関

わろうとしている。 

２ 

学校の施設を使用する際、み

んなで気持ちよく使用するた

めのきまりやマナーを守って

いる。 

人への接し方やマナーな

どについて考えている。 

３ 

みんなで学校の施設を利用す

る楽しさやよさなどが分かっ

ている。 

学校探検を振り返り、伝え

たいことを選んで、発表し

ている。 

学校を支えている人々や友

達と関わって、楽しく学校

生活を送ろうとしている。 

⑷ 個人内評価の扱いについて 

  観点別学習状況の評価や評定には示しきれない「感性や思いやりなど」の児童一人一人のよい点や

可能性、進歩の状況については、「個人内評価」として積極的に評価し、児童が学習したことの意義や

価値を実感できるよう、日々の教育活動の中で児童に伝えることが重要である。生活科においては、

例えば、日常生活の場面で見られる児童の振る舞いも含めて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を基に見取ることなどが考えられる。 




